
取扱説明書
フラッシュライト

品番 DMW-FL220

保証書別添付 VQT1U60

このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
≥取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
≥ご使用前に「安全上のご注意」（3 ～ 8 ページ）を必ずお読みください。
≥保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書とともに大切に保管してくだ
さい。
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安全上のご注意　　　　　必ずお守りください

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です）

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

注意 「傷害を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

安
全
上
の
ご
注
意
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安全上のご注意　　　　　　（つづき）必ずお守りください

電池は誤った使いかたをしない
取り扱いを誤ると、液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、火災や周囲汚損の原因になり
ます。
≥ 指定以外の電池を使わない
≥ 乾電池は充電しない
≥ 加熱・分解したり、水などの液体や火の中へ入れたりしない
≥ +と-を針金などで接続しない
≥ 金属製のネックレスやヘアピンなどといっしょに保管しない
≥ +と-を逆に入れない
≥ 新・旧電池や違う種類の電池をいっしょに使わない
≥ 被覆のはがれた電池は使わない
≥ 電池には安全のため被覆をかぶせています。これをはがすとショートの原因になりますの
で、絶対にはがさないでください。

可燃性・爆発性・引火性のガスなどのある場所で使わない
火災や爆発の原因になります。
≥ 粉じんの発生する場所でも使わない

警告
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分解や改造はしない、ぬらさない、異物を入れない
火災・感電・ショートの原因になります。
≥ 内部には、電圧の高い部分があります。

乗り物の運転中に使わない
事故の誘発につながります。
≥ 歩行中も、周囲や路面の状況に十分注意する

運転者などに向けてフラッシュを発光しない
事故の誘発につながります。

雷が鳴ったら、触れない
感電の原因になります。
≥ 本体には、金属部があります。

警告

接触禁止

安
全
上
の
ご
注
意

FL220-VQT1U60_jpn_mst.book  5 ページ  ２００８年１１月４日　火曜日　午後１時２０分



6

安全上のご注意　　　　　　（つづき）必ずお守りください

異常時には、電池を取り出す
火災・感電・ショートの原因になります。
≥ 内部がぬれたり、金属や異物が入ったとき
≥ 外装ケースが破損したとき
≥ 煙や異臭、異音が出たとき

電池の液がもれたときは、素手で液をさわらず、以下の処置をする
≥ 液が目に入ったときは、失明のおそれがあります。目をこすらずに、すぐにきれいな水で
洗ったあと、医師にご相談ください。
≥ 液が身体や衣服に付いたときは、皮膚の炎症やけがの原因になるので、きれいな水で十分
に洗い流したあと、医師にご相談ください。

警告
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次のような場所に放置しない
火災や感電の原因になることがあります。
≥ 異常に温度が高くなるところ（特に真夏の車内やボンネットの上など）
≥ 油煙や湯気の当たるところ
≥ 湿気やほこりの多いところ

フラッシュを人の目に近づけて発光しない
視力障害などの原因になることがあります。
≥ 乳幼児を撮影するときは、1 m以上離してください。

フラッシュの発光部分を直接手で触らない・ごみなどの異物が付いたま
ま使わない・テープなどでふさがない
やけどの原因になることがあります。
発光熱によって煙などが出る原因になることがあります。
≥ 発光直後は、しばらく触らないでください。

注意
安
全
上
の
ご
注
意
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安全上のご注意　　　　　　（つづき）必ずお守りください

フラッシュ発光部は、至近距離で直接見ない
誤って発光した場合、視力障害などの原因になることがあります。

ロックリングはしっかりと締める
緩んでいると、フラッシュライトが落下するなどして、けがをしたり製品が故障する原因に
なることがあります。
使う前にしっかりと締まっているか確かめてください。

病院内や機内では、病院や航空会社の指示に従う
本機からの電磁波などが、計器類に影響を及ぼすことがあります。

次のときは、電池を取り出す
電池を入れたまま放置すると、液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、火災や周囲汚損の
原因になることがあります。
≥ 長期間使わないとき
≥ お手入れのとき

注意
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≥ Panasonic 製デジタルカメラ用フラッシュライトです。
DMC-LX3※1やDMC-G1シリーズなどに対応しています。
（2008 年 12月現在）
≥ 本書内のデジタルカメラのイラストはDMC-G1Kの例で説明
しています。

※1ファームウェア Ver. 1.1 以上に対応しています。

■ 本機の取り扱いについて
≥ 本機に強い振動や衝撃を与えないでください。誤動作する可
能性があります。また、フラッシュ発光部が破壊される可能
性があります。

≥ 砂やほこりは、本機の故障につながります。浜辺などで使う
ときは、砂やほこりが入らないようにしてください。

≥ 雨の日や浜辺などで撮影するときは、本機をぬらさないよう
にお気をつけください。

≥ 本機は防水構造ではありません。
万一、水滴などがかかったときは、乾いた布でふいてくださ
い。正常に動作しない場合は、お買い上げの販売店または修
理ご相談窓口にお問い合わせください。（P25 ～ 30）

≥ 発光部の過熱と劣化を防止するため、フル発光での連続発光
は10回までで中断し、10分以上あけて発光部を冷却させて
ください。

≥ デジタルカメラ本体の取扱説明書も合わせてお読みください。

■ 長期間使用しないときは
≥ 電池は必ず本機から取り出してください。
≥ 電池を入れたままにしておくと、本機の電源を入れていなくて
も、絶えず微少電流が流れているので、電池が放電します。（ニッ
ケル水素電池については、12ページを参照してください）

≥ 電池は涼しくて湿気がなく、なるべく温度が一定のところに
保管してください。
（推奨温度 :15 ℃～ 25 ℃、推奨湿度 :40％～ 60％です）
≥ 押入れや戸棚に保管するときは、乾燥剤（シリカゲル）と一
緒に入れることをおすすめします。

まずお読みください

故障を防ぐために
は
じ
め
に

安
全
上
の
ご
注
意
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［包装を開けたときの確認］
包装箱から取り出すときに、本体、付属品がすべて入っている
か、また本体、付属品の外見や機能面に流通、輸送過程での損
傷がないかを確認してください。
異常が発見された場合は、ご使用前にお買い上げの販売店にご
連絡ください。

付属品をご確認ください。

記載の品番は 2008年 12月現在のものです。

フラッシュケース
VFC4353

≥ 電池は別売です。

1 フラッシュ発光部
2 ロックリング（P16）
3 端子部（P16）
4 露出表
5 [AUTO CHECK]ランプ（P15、17）
6 [CHARGE]ランプ（P15、17）
7 [TEST]ボタン（P15）
8 モードダイヤル（電源/モード切り換え）（P15、17）
9 電池扉（P14）

付属品

付属品は販売店でお買い求めいただけます。
パナソニックの家電製品直販サイト「パナセンス」でもお買
い求めいただけます。

http://club.panasonic.jp/mall/sense/

各部の名前

2

1

3

8

6
5

7

4

9
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■ 使用できる電池について

※単 3形エボルタもご使用いただけます。

≥ Panasonic製電池の使用をおすすめします。
≥ 電池の銘柄や製造日からの保存期間・保存状態によって、性
能が大きく異なる場合があります。

≥ 電池は低温時（10℃以下）には一時的に性能が低下しますが、
常温に戻ると回復します。

≥ 使用温度や使用条件によっては、誤動作を起こすことがあり
ますが、異常ではありません。

≥ 電池を長持ちさせるために、撮影の合間には電源をこまめに
切ることをおすすめします。長時間使用するときは、充電式
ニッケル水素電池の使用をおすすめします。

≥ 一度使い切った電池は、しばらく放置すると性能が回復する
ことがありますが、またすぐに使えなくなりますので、必ず
新しい電池と交換してください。

■ 動作保証していない電池について

≥ 上記の電池は動作保証しておりません。また液もれや電源が
入らないなどの誤動作、破裂の危険性があります。

■ 使用できない形状の電池について
≥ 本機に入れると、液もれ、発熱、破裂の原因になります。
≥ 市販されている電池の中には、被覆の一部またはすべてが覆
われていない電池がありますので、絶対に使用しないでくだ
さい。（下図を参照してください）

■ 電池の取り扱いについて
電池の取り扱いを誤ると、液もれ、発熱、発火、破裂の原因に
なることがあります。以下のことをお守りください。
また、3 ～ 8 ページの「安全上のご注意」と合わせてお読みく
ださい。

電池について

単 3形アルカリ乾電池（LR6）
単 3形充電式ニッケル水素電池（Ni-MH）

単 3形ニカド電池
単 3形ニッケルマンガン電池（ZR6）
単 3形リチウム電池（FR6）
単 3形マンガン乾電池（R6P、R6PU）
単 3形オキシライド乾電池

≥ 被覆がすべてはがされてい
る電池（裸電池）、または一
部がはがされている電池

≥ -極が平らな電池

≥ 水や海水につけたり、端子部分をぬらさないでください。
≥ 被覆をはがしたり、傷を付けないでください。
≥ 落としたりぶつけたりするなど、大きな衝撃を与えないでく
ださい。

≥ 液もれ、変形、変色、その他異常に気づいたときは使用しな
いでください。

≥ 高温、多湿の場所に保管しないでください。
≥ 幼児やお子様の手が届く範囲に放置しないでください。
≥ 電池を交換するときは、2本とも同種類の新しい電池に交換
してください。

≥ 本機を長期間使用しないときは、電池を取り出しておいてく
ださい。

は
じ
め
に

準
備
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■ 充電式ニッケル水素電池について
ニッケル水素電池は専用の充電器を使って充電すると、使用で
きるようになります。ただし、取り扱いを誤ると、液もれ、発
熱、発火、破裂の原因になることがあります。以下のことをお
守りください。

ニッケル水素電池には寿命があります。使用回数を重ねたり、時
間が経過するにつれて、電池の容量は少しずつ低下します。
使用できる時間が大幅に短くなった場合は寿命と思われます。
新しい電池をお買い求めください。
≥ 寿命は保管方法や使用状況、環境によって異なります。

■ 長期間使用しないときは
≥ 電池を入れたままにしておくと、本機の電源を入れていなく
ても、絶えず微少電流が流れているので電池が放電します。
そのままにしておくと過放電になり、充電しても電池が使用
できなくなる恐れがあります。

≥ 長期間保管する場合、1年に 1回は充電し、電池残量がなく
なったあと、本機から取り出して再保管することをおすすめ
します。

電池について（つづき）

≥ 使用直後の電池は高温になっている場合があります。電池の
取り出しは電源を切ってから、電池の温度が下がるのを待っ
てから行ってください。

≥ 低温時（10℃以下）は電池の性能が低下し、発光回数が極
端に少なくなります。特にアルカリ乾電池使用時は短くなる
傾向があるため、ポケットの中などで温めてから使用してく
ださい。電池をポケットなどで温める場合、ライターなどの
金属類やカイロに直接電池が触れないようお気をつけくだ
さい。

≥ +-極に皮脂などの汚れがあると、発光回数が極端に少な
くなる場合があります。電池を入れる前に+-極を乾いた
柔かい布でていねいにふいてください。

万一、液もれが発生したときは、電池挿入部に付いた液をよく
ふき取ってから、新しい電池または満充電されたニッケル水素
電池を入れてください。

液が手や衣服に付いたときは、水でよく洗い流してください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあります。目
をこすらずに、すぐにきれいな水で洗ったあと、医師にご相談
ください。

≥ +-極に汚れがあると、正常に充電できない場合がありま
す。+-極と充電器の端子を乾いた柔かい布でていねいに
ふいてください。

≥ お買い上げ時や、長期間使用していなかったニッケル水素電
池は、十分に充電されない場合があります。これは電池の特
性によるもので異常ではありません。充電を数回繰り返すこ
とで正常に戻ります。

≥ 電池容量を使い切ってから充電することをおすすめします。
電池容量を使い切らずに充電を繰り返すと、電池容量が持続
しにくくなることがあります。（メモリー効果といいます）

≥ メモリー効果が発生したときは、発光できない状態まで使い
切ってから満充電を数回繰り返してください。電池容量が回
復します。

≥ ニッケル水素電池は使用しないときでも自然放電により電
池容量が低下します。

≥ 充電したニッケル水素電池を連続して充電しないでください。
≥ 被覆をはがしたり、傷を付けないでください。
≥ お使いの充電器の説明書をお読みください。
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■ 電池寿命について
発光回数
（30秒間隔でMANUALフル発光できる回数）

撮影条件
≥ 温度 23℃

≥ 発光回数は電池の保存状態や使用条件によって多少変わります。

使用する電池 発光回数
アルカリ乾電池（LR6） 約 140回
アルカリ乾電池（LR6）
（エボルタ） 約 160回

ニッケル水素電池（Ni-MH） 約 230回
（min. 2400 mAh タイプ）

準
備
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≥ 電源が入っていないことを確認する。（モードダイヤルが[OFF]の位置にあることを確認する）
≥ アルカリ乾電池、充電式ニッケル水素電池を使用する。

1 電池扉をスライドさせて開く

≥ はじめて使うときは電池扉にテープをはってありますの
で、はがしてください。

2 電池を入れるときは、+-の向きを間違えないよ
うに入れる

3 電池扉を閉じて、最後まで確実にスライドさせる

≥ 使用後は、電池を取り出しておいてください。

電池（別売）を入れる・取り出す
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電池を入れたら、電源を入れて電池残量を確認します。

1 モードダイヤルを[MANUAL]に合わせる

≥ 充電がはじまります。

2 [CHARGE]ランプが点灯することを確認する

≥ 満充電完了後、[CHARGE]ランプが点灯します。

≥ [CHARGE]ランプの点灯までの時間が以下の場合、電池
が消耗しています。早めに電池を交換してください。

≥ [CHARGE]ランプと[AUTO CHECK]ランプが同時に点
滅した場合は、電池が著しく消耗していますので、新しい
電池と交換してください。

3 モードダイヤルを[OFF]に合わせて電源を切る

≥ [TTL AUTO]に合わせると、フラッシュがデジタルカメラを
認識するまで[CHARGE]ランプが点滅します。

≥ [TEST]ボタンを押すと、発光させることができます。
≥ 以下の場合は電源を切ってください。
－本機をデジタルカメラに取り付けたり、取り外すとき
－フラッシュを光らせたくないとき
－使用しないとき

電池残量を確認する

モードダイヤル

アルカリ乾電池 30秒以上

アルカリ乾電池（エボルタ） 30秒以上

充電式ニッケル水素電池 10秒以上

準
備
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≥ デジタルカメラと本機の電源が入っていないことを確認してください。
（電源が入ったまま取り付けたり、取り外したりすると故障の原因になります）

■ 取り付ける
1 ロックリングを緩める

≥ ロックリングに必要以上の力をかけないようにしてください。
≥ 端子部に、指や金具などで触れないでください。

2 デジタルカメラのホットシューに、本機を奥まで確
実に差し込む

3 ロックリングを矢印の方向に止まるまで回す

■ 取り外す
ロックリングを完全に緩めて、ホットシューから外す

デジタルカメラに取り付ける・取り外す
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1 デジタルカメラの電源を[ON]にする

2 本機のモードダイヤルを回して、フラッシュモードを選ぶ

≥ 満充電完了後、[CHARGE]ランプが点灯します。

■ フラッシュモードについて

※ガイドナンバー（GN）はフラッシュの光量を示す数値です。

≥ 通信機能のないデジタルカメラでは[MANUAL]に設定し、最
適撮影距離（P19）を目安にしてお使いください。

フラッシュ撮影可能範囲については、18ページを参照してくだ
さい。

1 デジタルカメラのシャッターボタンを全押しして
撮影する

2 [AUTO CHECK]ランプが点滅しているか確認する

≥ [AUTO CHECK]ランプが約５秒間点滅すれば、適正露出
で発光しています。点滅しない場合は、本機やデジタルカ
メラの設定をご確認ください。

3 撮影後は、本機のモードダイヤルを[OFF]に合わせ
て電源を切る

撮影する

フラッシュモードの選びかた

項目 設定内容

[TTL AUTO]

予備発光により適正発光量を測定したあと、撮
影のために再び発光します。
≥ フラッシュがデジタルカメラを認識するま
で[CHARGE] ランプが点滅します。

[MANUAL] ガイドナンバー（GN）
※ 22（ISO100・m）

で発光します。

モードダイヤル

[TTL AUTO]

操
作

準
備
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■ フラッシュ撮影可能範囲 (m)

≥ フラッシュ撮影可能範囲は、デジタルカメラの種類、デジタルカメラの設定（ISO感度、絞り、焦点距離）により変化します。

撮影する（つづき）

ISO
感度

絞り値 (F)
1.4 2 2.8 3.5 4 5.6 8 11 16 22

80 2.0～ 14.0 1.4 ～ 9.8 1.0 ～ 7.0 0.8 ～ 5.6 0.7 ～ 4.9 0.7 ～ 3.5 0.7 ～ 2.4 0.7 ～ 1.8 0.7 ～ 1.2 0.7 ～ 0.9
100 2.2～ 15.7 1.5 ～ 11.0 1.1 ～ 7.9 0.9 ～ 6.3 0.8 ～ 5.5 0.7 ～ 3.9 0.7 ～ 2.8 0.7 ～ 2.0 0.7 ～ 1.4 0.7 ～ 1.0
200 3.1～ 22.0 2.2 ～ 15.4 1.5 ～ 11.0 1.2 ～ 8.8 1.1 ～ 7.7 0.8 ～ 5.5 0.7 ～ 3.9 0.7 ～ 2.8 0.7 ～ 1.9 0.7 ～ 1.4
400 4.4～ 31.4 3.1 ～ 22.0 2.2 ～ 15.7 1.8 ～ 12.6 1.5 ～ 11.0 1.1 ～ 7.9 0.8 ～ 5.5 0.7 ～ 4.0 0.7 ～ 2.8 0.7 ～ 2.0
800 6.2～ 44.0 4.3 ～ 30.8 3.1 ～ 22.0 2.5 ～ 17.6 2.2 ～ 15.4 1.5 ～ 11.0 1.1 ～ 7.7 0.8 ～ 5.6 0.7 ～ 3.9 0.7 ～ 2.8
1600 8.8～ 62.9 6.2 ～ 44.0 4.4 ～ 31.4 3.5 ～ 25.1 3.1 ～ 22.0 2.2 ～ 15.7 1.5 ～ 11.0 1.1 ～ 8.0 0.8 ～ 5.5 0.7 ～ 4.0
3200 12.3 ～ 88.0 8.6 ～ 61.6 6.2 ～ 44.0 4.9 ～ 35.2 4.3 ～ 30.8 3.1 ～ 22.0 2.2 ～ 15.4 1.6 ～ 11.2 1.1 ～ 7.7 0.8 ～ 5.6
6400 17.6 ～125.7 12.3 ～ 88.0 8.8 ～ 62.9 7.0 ～ 50.3 6.2 ～ 44.0 4.4 ～ 31.4 3.1 ～ 22.0 2.2 ～ 16.0 1.5 ～ 11.0 1.1 ～ 8.0
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1 デジタルカメラのシャッターボタンを全押しして
撮影する

2 撮影後は、本機のモードダイヤルを[OFF]に合わせ
て電源を切る

■ 絞り、最適撮影距離の求めかた
本機のガイドナンバー（GN）は、22（ISO100・m）です。

絞りを設定する場合
≥ 以下の式で絞りを求め、デジタルカメラに絞りを設定します。

最適撮影距離の求めかた

※ISO感度係数

■ 最適撮影距離 (m)

≥ 最適撮影距離は目安です。

[MANUAL]

ISO 感度 補正係数 ISO 感度 補正係数
80 0.89 800 2.8
100 1.0 1600 4.0
200 1.4 3200 5.6
400 2.0 6400 8.0

撮影距離（ｍ）

ガイドナンバー（ＧＮ）　ＩＳＯ感度係数※
絞り(F)＝

絞り（Ｆ）

ガイドナンバー（ＧＮ）　ＩＳＯ感度係数※
最適撮影距離（ｍ）＝

ISO
感度

絞り値 (F)
1.4 2 2.8 3.5 4 5.6 8 11 16 22

80 14.0 9.8 7.0 5.6 4.9 3.5 2.4 1.8 1.2 0.9
100 15.7 11.0 7.9 6.3 5.5 3.9 2.8 2.0 1.4 1.0
200 22.0 15.4 11.0 8.8 7.7 5.5 3.9 2.8 1.9 1.4
400 31.4 22.0 15.7 12.6 11.0 7.9 5.5 4.0 2.8 2.0
800 44.0 30.8 22.0 17.6 15.4 11.0 7.7 5.6 3.9 2.8
1600 62.9 44.0 31.4 25.1 22.0 15.7 11.0 8.0 5.5 4.0
3200 88.0 61.6 44.0 35.2 30.8 22.0 15.4 11.2 7.7 5.6
6400 125.7 88.0 62.9 50.3 44.0 31.4 22.0 16.0 11.0 8.0

操
作
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デジタルカメラの設定により、いろいろなフラッシュ撮影がで
きます。デジタルカメラの取扱説明書をお読みください。
≥ デジタルカメラの機能や形状により、使えない機能もあります。
≥ フラッシュモードは、[TTL AUTO] に設定してください。

赤目軽減発光
≥ フラッシュの発光により、目が赤く
写る現象を軽減させます。

スローシンクロ
≥ スローシャッターでフラッシュを
発光させます。
夜景を背景にした人物撮影がきれ
いに撮れます。

後幕シンクロ
≥ 動きのある被写体をスローシャッ
ターで撮影するときに、シャッター
を閉じる直前に発光させます。
被写体の後ろに光源が写り、躍動感
が出ます。

連続発光するとフラッシュ発光部が熱くなり、劣化、故障の原
因になります。連続発光は10回までとし、10分以上休ませて
ください。

フラッシュ撮影のいろいろ 連続発光について
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■ 本機について
Q & A

Q（質問） A（回答）
本機が熱くなる。 [CHARGE]ランプの点灯直後に連続発光

を繰り返すと、本機が発熱しますが、連続
発光が10回以下であれば、性能・品質に
は問題ありません。このような場合は、フ
ラッシュ発光部と電池が冷えるまで間隔
をあけて使用してください。

本機をデジタルカメ
ラに装着できない。

ロックリングを緩めていますか？（P16）
ロックリングが締まった状態では、デジタ
ルカメラに取り付けることができません。

フラッシュが発光
しない。

≥ [CHARGE]ランプが点灯していますか？
≥ フラッシュを正しく取り付けていない
と、発光しないことがあります。

[CHARGE] ラン
プが点灯している
が、[TEST]ボ タ
ンを押しても発光
しない。

デジタルカメラとの通信待ちの状態です。
この場合は、本機のモードダイヤルを一度
切り換えてください。通信機能付デジタル
カメラをお使いの場合は、デジタルカメラ
の電源を入れ直してください。

見た目と画像の色
合いが違う。

デジタルカメラのホワイトバランスを調
整してください。

撮影した画像が明
るすぎたり、暗す
ぎる。

≥ 撮影可能範囲内に被写体がありますか？
被写体までの距離に合わせて、カメラ側
のフラッシュ発光量調整、絞り、ISO感
度などを調整してください。

≥ 本機のモードダイヤルをご確認ください。

通信機能付デジタ
ルカメラの電源を
[OFF]にしても、
本機の電源が切れ
ない。

電源は連動していません。
本機のモードダイヤルを[OFF]に合わせ
て、本機の電源を切ってください。

操
作

そ
の
他
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■ 本機について
≥ フラッシュに物を近づけないでください。熱や光で変形、変
色する場合があります。

≥ フラッシュ撮影可能範囲外で撮影すると、適正露出にならず、
白っぽく撮れる場合や暗くなる場合があります。

≥ シャッタースピードが速い場合は、フラッシュの効果が十分
に得られないことがあります。

周囲で殺虫剤や揮発性のものを使うときは、本機にかけない
≥ かかると、外装ケースが変質したり、塗装がはげる恐れがあ
ります。

≥ ゴム製品やビニール製品などを長期間接触させたままにしな
いでください。

本機をデジタルカメラに付けた状態で、本機を持って持ち運び
しない
≥ 以下のような場所で本機を使用または保管した場合、動作不
良や故障の原因となりますので、避けてください。
≥ 直射日光下や夏の海岸など
≥ 高温多湿、または温度・湿度変化の激しい場所
≥ 砂やほこりの多い場所
≥ 火気のある場所
≥ 冷暖房機、加湿器の近く
≥ 水にぬれやすい場所
≥ 振動のある場所
≥ 自動車の中

≥ 他のフラッシュと組み合わせて、多灯撮影はできません。
≥ 本機を落としたりぶつけたりして、強い振動やショックを与
えないでください。

≥ 長期間使用しないと、かびなどにより故障の原因になること
があります。使用前には動作点検をされることをおすすめし
ます。

≥ 本機の端子部には触れないでください。故障の原因になるこ
とがあります。

≥ 発光部の過熱と劣化を防止するため、フル発光での連続発光
は10回までで中断し、10分以上あけて発光部を冷却させて
ください。

■ お手入れについて
お手入れの際は、電池を取り出し、乾いた柔らかい布でふいて
ください。
≥ 汚れがひどいときは、水にひたした布をよく絞ってから汚れ
をふき取り、そのあと、乾いた布でふいてください。

≥ ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤は、外
装ケースが変質したり、塗装がはげる恐れがありますので使
用しないでください。

≥ 化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってください。

■ 電池について
長期間使用しないときは、必ず電池を取り出す
≥ 極端に低温、高温になるところでは、端子部がさびたりして
故障の原因となります。

電池を誤って落下させてしまった場合、端子部が変形していな
いか確認する
≥ 端子部が変形したまま本機に入れると、本機をいためます。

出かけるときは予備の電池を準備する
≥ スキー場などの寒冷地では撮影できる時間がより短くなりま
すのでお気をつけください。

使用上のお願い
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不要になったニッケル水素電池は、捨てないで充電式電池リサ
イクル協力店へご持参ください。
使用済み充電式電池の届け先
最寄りのリサイクル協力店へ
詳細は、有限責任中間法人JBRC のホームページをご参照くだ
さい。
≥ ホームページ　http://www.jbrc.net/hp

使用済み充電式電池の取り扱いについて
≥ +端子、-端子をセロハンテープなどで絶縁してください。
≥ 被覆をはがさないでください。
≥ 分解しないでください。

－このマークがある場合は－

ヨーロッパ連合以外の国の廃棄処分に関する情報
このシンボルマークは EU域内でのみ有効です。
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓口、ま
たは販売店で、正しい廃棄方法をお問い合わせく
ださい。

ニッケル水素
電池使用

Ni-MH

仕様

電源 DC 3.0 V

使用推奨電池 単 3形アルカリ乾電池（LR6）2本 /
単3形充電式ニッケル水素電池（Ni-MH）2本

充電時間
（フル発光してか
ら[CHARGE]ラ
ンプ点灯まで）

約 5.5 秒： 単 3形アルカリ乾電池
約 5.5 秒： 単3形アルカリ乾電池（エボルタ）
約 5.0 秒： 単 3形充電式ニッケル水素電池

発光時間 約 1/20000 秒～ 1/500 秒
（発光量により変わる）

発光回数
（フル発光時）

約 140 回：単 3形アルカリ乾電池
約 160 回：単3形アルカリ乾電池（エボルタ）
約 230 回：単 3形充電式ニッケル水素電池

（min. 2400 mAh タイプ）
（撮影条件により変わる）

フラッシュ
モード

TTL AUTO/MANUAL

ガイド
ナンバー

自動切換：TTL AUTO設定時
22（ISO100・m)：MANUAL 設定時

照射角度 上下 60°、左右 78°
24 mmレンズの画角をカバー
（35 mmフィルムカメラ換算）

寸法 約 幅 61.0 mmk高さ 97.7 mmk
奥行き 46.1 mm（突起部除く）

質量 約 111 g（本体）
約 157 g（電池含む）

推奨使用温度 0 ℃～ 40 ℃
許容相対湿度 10%～ 80%（結露しないこと）

そ
の
他
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転居や贈答品などでお困りの場合は・・・
≥ 修理は、サービス会社・販売会社の「修理ご相談窓口」へ！
≥ 使いかた・お買い物などのお問い合わせは、「お客様ご相談センター」へ！

■ 保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売
店からお受け取りください。よくお読みのあと、保管してください。

■ 補修用性能部品の保有期間  5年
当社は、このフラッシュライトの補修用性能部品を、製造打ち切り後
5年保有しています。
注） 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部

品です。

■ 修理を依頼されるとき
この説明書をよくお読みのうえ、直らないときは、まず接続している
電源を外して、お買い上げの販売店へご連絡ください。

●保証期間中は
保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が修理をさせていただきま
すので、恐れ入りますが、製品に保証書を添えてご持参ください。

●保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご要望により修理させていただき
ます。
下記修理料金の仕組みをご参照のうえ、ご相談ください。

●修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。

技術料  は、診断・故障個所の修理および部品交換・調整・修理完了時
の点検などの作業にかかる費用です。

部品代  は、修理に使用した部品および補助材料代です。

出張料  は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。

保証とアフターサービス（よくお読みください）

修理･お取り扱い･お手入れなどのご相談は･･･
まず､お買い上げの販売店へお申し付けください

保証期間 : お買い上げ日から本体１年間

ご連絡いただきたい内容
製品名 フラッシュライト
品　番 DMW-FL220

お買い上げ日 　年　月　日
故障の状況 できるだけ具体的に

ご相談窓口における個人情報のお取り扱い
パナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報や
ご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認などのために利用
し、その記録を残すことがあります。
また、折り返し電話させていただくときのため、ナンバー・ディスプ
レイを採用しています。
なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当
な理由がある場合を除き、第三者に提供しません。
お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。
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「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。
http://panasonic.jp/support/

そ
の
他
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保証とアフターサービス（よくお読みください）（つづき）
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そ
の
他
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保証とアフターサービス（よくお読みください）（つづき）
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そ
の
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便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です）

お買い上げ日 DMW-FL220品　番年 　 月 　 日

販 売 店 名

パナソニック株式会社
AVC ネットワークス社　ネットワーク事業グループ
〒 571-8504　大阪府門真市松生町１番 15号

C Panasonic Corporation 2008 X1108SM0
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